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Abstract : This study designs a customer co-creation facility and 

business model to support the effective use of recycled plastics, 

addressing challenges in the circular economy. Applying a 

product management framework, the researchers developed a 

design process balancing customer value, technology, and 

business viability. By utilizing tools like stakeholder maps and 

customer journey maps, they structured services including 

material evaluation packages. The results confirm that this 

integrated approach ensures consistent value proposition and 

operational scalability, potentially accelerating the transition to 

sustainable resource circulation. 
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1. 緒言 

2015 年に欧州連合が循環型経済パッケージを採択したことで

サーキュラエコノミーという概念は世界的に広まり，各地でその

実現に向けた取り組みがなされるようになった[注 1]。産業技術

総合研究所の定義によると，サーキュラエコノミーとは「あらゆ

る段階で資源の効率的・循環的な利用を図りつつ，付加価値の最

大化を目指す社会経済システム」であり[注 2]，環境価値と経済

価値の両立に主眼を置いた，企業活動から一般社会までの広範に

わたるデザイン領域でもある。企業は従来のビジネスモデルから

の大きな転換を求められており，その一因として再生材利用の義

務化が挙げられる。2023 年 7 月に欧州委員会が公表した

ELV(End-of-Life Vehicle)規則案では，将来的に車両製造に使用す

るプラスチックの 25％以上を再生プラスチックとすることが明

記された[注 3]。また，国内でも 2025 年 7 月に経済産業省が，ま

ずは容器包装・家電・自動車を対象に，再生材の利用計画および

実績の報告を求める方針を示した[注 4]。これらにより再生材の

需要がさらに高まっていくことが想定されるが，現状の再生材の

流通量や品質は不安定であり，企業は「取引の活性化」や「再生

材の使いこなし」に課題を抱えている。 

そこで我々は，後者の課題を解決するため，再生プラスチック

の使いこなしを支援する顧客協創施設を構想し，実運用の検討を

始めた。そして本研究では，プロダクトマネジメントの考え方に

基づいて，ビジョンと顧客価値，事業収益をバランスするような

顧客協創施設のサービスおよびビジネスをデザインした。 

 

2. プロダクトマネジメントに基づくデザインプロセス 

プロダクトマネジメントにおける「プロダクト」とは広義のプ

ロダクトであり，事業そのものも対象となる。したがって，本研

究においては，顧客協創施設がプロダクトであると捉えられる。

Dan Schmidt が提唱した「プロダクトマネジメント・トライアン

グル」に表されるように，プロダクトには顧客視点と開発者(技

術)視点、ビジネス視点が求められる[注 5]。これらの視点を網羅

するように，我々は以下のデザインプロセスを立案した。 

 

【デザインプロセス（想定成果物）】 

① 誰が何のために来るのかを定義する（ペルソナ、ニーズ） 

② 顧客ニーズや実現可能性に応じて提供すべき機能を洗い出

す（提供機能一覧） 

③ 顧客協創施設の立ち位置と周囲との関係性を明確にする（ス

テークホルダマップ） 

④ 施策の抜け漏れを防ぎつつ，顧客協創施設への導線を整理す

る（カスタマージャーニーマップ） 

⑤ 具体的なサービス内容を設計する（サービスブループリント） 

⑥ 顧客協創施設の運用モデルを精緻化する（業務プロセス、ロ

ードマップ、マネーフロー） 

 

立案したデザインプロセスをプロダクトマネジメント・トライ

アングル上に配置したものを図 1 に示しており，確かにすべての

視点に跨った構成になっている。基本的には数字の小さい検討プ

ロセスから順番に実施するが，方針変更に際したアジャイルな対

応も推奨される。 

 

 

図 1 デザインプロセスの構成 

 

3. 実践と結果 

立案したプロセスに基づき，実際に顧客協創施設のサービスお

よびビジネスをデザインした。まずは，「① 誰が何のために来る

のかを定義する」ために、再生材有識者とのワークショップを実

施した。そこでは，再生材の買い手であるメーカの経営幹部／環

境対応部門，設計，材料設計，生産技術，調達，売り手であるコ

ンパウンダの経営幹部，営業，技術開発／調達を対象に，各々が

抱える課題とペイン・ゲインを抽出および仮説し，④での検証項

目とした。そして，「② 顧客ニーズや実現可能性に応じて提供す

べき機能を洗い出す」ために，バリュープロポジションキャンバ

スのフレームワークに則って，ペイン・ゲインに対応する顧客協

創施設の機能案を考えた。こちらも同様に⑤での検証項目とした。 
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 次に「③ 顧客協創施設の立ち位置と周囲との関係性を明確に

する」ために，顧客やパートナらとの価値交換を整理したステー

クホルダマップを描いた。顧客協創施設は単独で運営しても価値

を高めづらいため，他施設との相互送客なども考慮し，⑥へのイ

ンプットとした。さらに「④施策の抜け漏れを防ぎつつ，顧客協

創施設の導線を整理する」ことを目的に，カスタマージャーニー

マップを作成した。ここでは，再生材の使いこなしに悩みを抱え

るメーカ設計者をペルソナとして，消費者の購買行動モデルであ

る AISAS(Attention-Interest-Search-Action-Share)モデル[注 6]をベ

ースにした各フェーズにおける行動・タッチポイント・思考・課

題・施策を整理している。図 2 にその様子を示す。 

以上の検討により，顧客価値を念頭に置いたサービスとビジネ

スを詳細化可能になった。そのもとで「⑤ 具体的なサービス内

容を設計する」では，技術開発者へヒアリングし，再生材の使い

こなしに係るマテリアルズ/プロセスインフォマティクス技術の

提供形態について議論した。その結果，材料を作成・評価する基

本パッケージと，各技術を体験できるパッケージを，顧客のニー

ズに応じて組み合わせて提供するサービスが立案された。図 3

にその概要を示す。この仮説の検証として，想定顧客であるメー

カの材料設計者にヒアリングしたところ，「顧客協創施設でのサ

ービスを通じて今まで持っていなかったノウハウが得られるの

はうれしい」との意見が得られ，サービスへの需要も確認できた。

最後に，「⑥ 顧客協創施設の運用モデルを精緻化する」では，施

設が顧客業務に与えるインパクトを可視化するために，顧客の業

務プロセスの変化を PReP モデル[注 7]で描いた。そして，協創

施設の今後を見据えたロードマップや周辺事業を含むマネーフ

ローを整理し，技術開発者およびビジネス関係者の同意も得た。 

 

4. 考察 

顧客・技術・ビジネスの三視点をトライアングルでバランスさ

せるデザインプロセスにより，技術先行や単発施策に陥らず，価

値仮説から運用・収益までの一貫したデザインを実施できた。ま

た，多角的な視点からのアプローチを繰り返して検討することで，

段階的にサービスおよびビジネスを具体化することができてお

り，各種フレームワークの活用も，検討の抜け漏れ防止や意思決

定のトレーサビリティ向上に役立っている。特に，バリュープロ

ポジションキャンバスやカスタマージャーニーマップによる整

理を優先的に実施したことが，顧客価値を起点に物事を捉えるデ

ザイン思考の考え方に沿っており，調和の取れたサービス/ビジ

ネスのデザインに繋がったと考えられる。 

サービスの内容に関しても，基本＋オプションのパッケージ型

での提供形態は，顧客成熟度・課題の幅に対応しつつ段階的な課

金とライフタイムバリュー向上を両立できるものとなっている。

将来的には，データ利用料，教育・認証，レポーティング支援な

ど周辺収益への拡張余地もある。更なる実証によって，再生材の

使いこなし支援を核としたエコシステム型アプローチのビジネ

ス面での有効性を示すことができれば，サーキュラエコノミーへ

の移行を加速することができると考えられる。 

 

5. 結言 

本研究では，再生プラスチックの使いこなしを支援する顧客協

創施設に対して，プロダクトマネジメントの考え方に基づき，ビ

ジョンと顧客価値，事業収益をバランスするようなサービスおよ

びビジネスをデザインした。そのなかで，立案したデザインプロ

セスの実用性を確認し，サーキュラエコノミーの実現に向けた再

生材事業の発展可能性についても示唆した。 

現状は事業構想の段階に留まっているため，今後は PoC も含

めて検討する必要がある。それにあたって，技術的な実装可能性

の検証（プロトタイピングや性能・信頼性評価），事業性の妥当

性検証（市場性・収益性・運用モデルの精査），さらに導入環境

における空間デザイン（レイアウト，動線，安全性，UX）の検

討を総合的かつ並行して進めることが重要である。 
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図 2 カスタマージャーニーマップ                  図 3 サービス概要 
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